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 まず文部科学省が２年前、平成 （）年度に行った調査について 。これは資料が :
(% 上で公開されているので皆さんもうご存知かも知れません。公立学校に在籍する外国
人の児童生徒のうち日本語指導が必要な子が約３万人、小・中・高いずれも増加している。





すが、その点は今日は触れません。 年度の前回調査から約  人増加している。










す。浜松でもブラジルの ％に次いで、フィリピンが ％と増えています。 
 高校進学率は浜松では８割台になっていますが、定時制が多いです。 年度末、高
校進学率は ％、このうち公立全日制は ％、定時制は ％、私立 ％ となっ ています。
ちなみに  年度の 学校基本調査では、全国を見ると全日制 ％、定時制２ ％ですから、
この定時制 ％という比率が非常に高い比率であることがお分かりいただけるかなと思
います。
 こちらは外国人集住 都市会議が  年度にまとめた データです。長野・岐阜・愛知ブ
ロックで教育をテーマ に取り上げました。この時私は 長野・岐阜・愛知ブロックのアドバ
イザーを務めていましたので、その調査のプロセスにも少なからず関わった わけです。こ
れを見てみると、高校へ進学した 子どもたち約  人のうち半分くらいは通常の授業につ
いていける。一方で読み書きに課題がある子は ％、学習用語や表現が難しい子は ％、
逆にいうと半分くらいがなかなか日本語の能力 面で問題を抱えているという こ とです。
 人のうち全日制進学者の  人にしぼってみ ても、％が何らかの日本語の課題を抱え





























 高校進学が  年前 だと大きな課題になったのですが、今は高校進学者自体の 比率は先
ほど言いましたように ８割くらいになった。け れども進学はしたものの、このモデルで言
うと、この半分から上の方に行ける子はなかなか多くない。これを放置していると、例え



















【２】 講演 高橋清樹（132 法人多文化共生教育ネットワークかながわ） 

○ 自己紹介
 皆さまこんにちは。過分な紹介をいただいたのですけれど、私は  年くらいたつので
すけれども、高校現場で外国から来た子どもたちの支援活動をしなければいけないなとい




国人特別募集で神奈川県には今年度は  校、来年度から  校在県外国人特別募集という
形で３年以内の外国籍の生徒さんを受け入れるという学校の１つで、毎年  名受け入れ
ています。そこの一応再任用なので週に３回しか学校に行っていないのですが、在県を担































































全日制高校は１％弱なのに対して、定時制は ％と  倍以上になっています。％









るのが  人という事で、最初に  人以上定時制に入っているのに卒業する割合が

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































公立学校の外国人児童生徒数 73 ,28 9 人の約4 0 ％に相当












– ブラジル 53％に次いで 、フィリピンが 13％
• 高校進学率は８割代、しかし定時制が 多い
– 2014年 度 末 の 高 校 進 学 率 は81. 3％
– 公立全日制 35％、公立 定 時 制30％、私立 14％
（ 参考） 2015年度の学校基本調査では全日制 98％、定時制2％ 2
35
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2
外国人集住都市会議のデータ （ 201 2 年） から
出典： 「 外国人集住都市会議 東京2012 長野・ 岐阜・ 愛知ブロック資料」
• 全体の45％は日本語
の理解に課題
• 全日制進学者（ N =532）
で も34％に課題




































た重労働に は耐え られず バイト
で つな ぐ底辺層
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１．定時制高校ってどんなところ？ 
昔のイメージ 






















不 登 校 経 験 あ り 
家 庭 状 況 が 厳 し い LGBT 
学 習 が 苦 手 




2016年 （ 平 成28年 ）3月 の 卒 業 生 （ 回 答 率 １ ０ ０ ％ ） 












学 校 が 楽し い 居場 所のな ること 
社 会 参 加 する気持 ちを育て ること 






特 徴 ME-netと 県 教 育 委 員 会
の 協 働 事 業 
定 時 制 ７ 校 で 実 施 
支 援 内 容 は 学 校 ご と 
予 算 は 神 奈 川 県 の 
助 成 金 
10 
A高校では・・・ 
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人
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3
定時制課程在籍の生徒人（+2FW
学年 ブラジル ペルー ベトナム フィリピン 合計
㻝 㻠 㻝 㻜 㻜 㻡
㻞 㻣 㻜 㻝 㻜 㻤
㻟 㻞 㻞 㻜 㻜 㻠
㻠 㻞 㻝 㻝 㻝 㻡
合計 㻝 㻡 㻠 㻞 㻝 㻞 㻞
単位：人
いじめ被害経験者数
定時制（22） 全 日 制 （12） A高校
定時制（87）
はい ５ はい ４ はい 27













日本人的 ２ ４ 
母国の人間 ２ ０ 
両国の感覚を持つ人間  ４ 
特に意識していない ８ ４ 
単位：人
保護者自身の日本語能力





ほぼできる わりとできる まあまあできる あまりできない できない
48
20 16 / 11 / 10
5
保護者が見た子供の日本語能力
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教員の意識




学 び を 保 障 す る
気がない
日 本 で の 将






















定 時 制 高 校 で 勉 強 し た 私 。 
















 学力が乏しいため、学年 つ下げて、小学校 年生で入学。 








 中学校 年生の時、浜松のカトリック教会の不就学支援教室に入学。 
ブラジル人学校に戻って、また勉強するつもりであったため、ポルトガル語で授業を受けた。 
途中で日本の学校に進学することを決め、日本語の授業に切り替わり。 
中学 校  年、初め ての日本の学 校 
 中学校 年で佐鳴台中学校へ編入。 
日本語は少しできたけれど、授業についていけなかった。取り出し授業も無かった。 


































趣旨説明 池上重弘 講演 高橋清樹















・ 定 時制 高 校出 の 大学 生の 関 わり は 、と て も大 きな 意 味 が あ る こ と を 知 りま し た。 子 ども
の心に寄り添って共感してあげることができる存在が必要だと感じました。 










































































・ 静 岡県 内 の事 例 や、 神奈 川 県の 事 例を 聞 くこ とが で き 勉 強 に な り ま し た。 様 々な 機 関の





度数  度数 
男   浜松市内  
女   静岡県内  
合計   県外  
合計  
年齢 所属
度数  度数 
10代   学校教員  
20代   支援員  
30代   ボランティア  
40代   研究者  
50代   行政関係者  
60代以上   学生  




度数  度数 
はじめて参加した   日本  
これまで1～２回参加した   無回答  

















 第12回 多文化子ども教育フォーラム 




















・講演  高橋清樹 先生（NPO法人多文化共生教育ネットワークかながわ ） 
・調査結果報告 吉田正二 先生（元静岡県立浜松工業高校定時制教諭） 




○後援 公益財団法人 浜松国際交流協会（HICE） 
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